
⼩⻨の多収栽培に関する予備試験

   1.試験方法
1）供試品種 ⼩⻨ ニシハルカ
2）供試圃場 農業大学校水田4-3 前作水稲
3）播種 2017年12月8日

4）試験区の構成
150cm畦5条播 160粒/㎡ 6-3-3-2
150cm畦散播 160粒/㎡ 6-6-3-2
ブロック法 2反復 （1区 3m×5m）

畝間に常時滞水が認められる「湿害田」を供試した。
1月19日の追肥量を対照の倍量施用した。
多肥区で穂数が増加した。特に散播での増肥で穂数増が顕著であった。
穂数が多かった増肥区で多収となった。

【要約】
穂数が少なく低収であるほ場条件において、散播及び1月追肥の増肥を実施することで
⼩⻨の増収効果が認められた。

平成30年10月18日

 従来、⻨類には多様な播種様式があり、特に、佐賀県平坦部では「全⾯全層播き」での多収の経験を語る農家が多
い。また、九州地域⻨類多収研究会でも、密条播＋後期追肥で1ｔ/10a近くの多収を報告している。
 本試験では、⼩⻨の多収実現のための基礎試験として、播種様式（条播・散播）と施肥（1月増肥）との組み合わ
せ試験を⾏い、⼩⻨増収の可能性を明らかにする

農業大学校養成部
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